
                                                     

 

 

  

 

 

  
 

  

  

 

 

   

 

  

   

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

今月の人権のつどい日は、愛媛県立新居浜工業高等学校教諭・南沢笑子さんの想いをつ

なぐ会会長の松本秀樹さんをお招きして、「『水平社宣言』が語るもの」についてお話し

をしていただきました。 

最初に、松本さんは、本でしか学習をしたことがなく、自信がなかった、生徒の心に響

かなかった、新採当時の経験を謙虚に語ってくださいました。そこで、松本さんは、本で

は学ぶことのできない、被差別の立場におかれた人たちとのふれ合いを通して、目で見て、

耳で聞いて、体で感じることの大切さを実感されたそうです。松本さんは、同和教育は、

「自分を語り、自分を中心に置いた」ものでなければなら 

ないと熱く語ります。「同和教育は人と人を結びつける教育」 

であり、「誰のためでもなく、我が事の同和教育」であること 

を学ばせていただきました。 

私たちは、「水平社宣言」は西光万吉さんが起草したものと 

思いがちですが、もう一人、“自分に誇りを持つ”という平野 

小剣さんの熱い思いが、強く入っていることを学ばせていただきました。そして、北海道

出身のアイヌ人女性の知里幸恵さんが書いた日記の一節を紹介してくださいました。 

 私はアイヌだったことを喜ぶ。私がもしかシサム（本土の人）であったら、もっと潤いの

ない人間であったかもしれない。アイヌだの、他の哀れな人々だのの存在すら知らない人

間であったかもしれない。しかし私は涙を知っている。それは感謝すべき事である。 
 お話から、「水平社宣言」に込められている人間としての「誇り」、そして、被差別 

の立場だからこそわかる本当の「人間愛」の思いが、ひし

ひしと伝わり、新たな視点で「水平社宣言」をとらえなお

すことができました。 

 そして、部落差別問題学習を行っていくがゆえに、他の

人権課題、差別問題の本質が見えてくることが本当によく

分かりました。 

 

 

 

 

 

  

１ 日 時 平成３１年４月２６日（金） 

１９:００～ 

２ 場 所 瀬戸会館Ａ室 

３ 参加者 各サークル代表者 

尚、都合で出席できない方は、必ず、代

理の方の出席をお願いします。 

 

 

 

昨年 9 月から今年 3 月まで 7 回にわた 

り、住友化学愛媛社友会の皆さんの指導に 

より、小学生パソコン教室を開催しました。 

パソコンソフトのペイントを使ってお絵かき 

や写真の貼り付けの仕方を学習し、下敷き、 

カレンダー、手提げ袋を作るなど楽しく勉強しました。 

瀬戸会館活動連絡協議会（通称、ゆめじゅく会）で

は、利用者の親睦を深めるために、毎月、第３火曜日

に「ゆめ喫茶」を実施しています。どなたでも、参加

できますので、気軽にご参加ください。 

 

いつもゆめじゅく会にご協力いただ

き、ありがとうございます。平成３１年

度のゆめじゅく会総会を次のとおり開

催します。  

 各サークルの代表の方は、お忙しいと

思いますが、参加のほど、宜しくお願い

いたします。  

ゆめじゅく会  会長  小野  博  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

月 火 水 木 金 土 

 

楠木クラブ 

ピアノクラブ 

べっぴんさん 

ピンポン 

ＺＵＭＢＡ 

こども塾 

着付け 

 

ハンドメイド 

詩 吟 

ＺＵＭＢＡ 

フラダンス 

レインボー体操Ｂ 

社友会パソコン 
A-one 

 

水美会 

詩吟 

オカリナクラブ 

スクエアダンス 

バレエ 

よさこい 

 

紙バンド 

レインボー体操 A 

エストレージャ 

ＺＵＭＢＡ 

 

健康体操 

ピンポン 

フラダンス 

エストレージャ 

 

 

スクエアダンス 

ポーセラーツ 

 

楠木クラブ 

ピアノクラブ 

べっぴんさん 

ピンポン 

ＺＵＭＢＡ 

こども塾 

着付け 

 

ハンドメイド 

詩 吟 

若葉会 

ＺＵＭＢＡ 

フラダンス 

社友会パソコン 

東田クラブ 
A-one 

 

水美会 

スクエアダンス 

ポーセラーツ 

バレエ 

よさこい 

 

紙バンド 

社友会歌ごえ 

レインボー体操 A 

オカリナ 

エストレージャ 

ＺＵＭＢＡ 

とどけあカフェ 

 

 

健康体操 

つまみ細工 

ピンポン 

エストレージャ 

フラダンス 

 

 

スクエアダンス 

てんこく 

 

 

楠木クラブ 

ピアノクラブ 

ピンポン 

べっぴんさん 

ＺＵＭＢＡ 

こども塾 

着付け 

 

ハンドメイド 

詩 吟 

若葉会 

ＺＵＭＢＡ 

社友会パソコン 

レインボー体操Ｂ  

フラダンス 

東田クラブ 

A-one 

 

水美会 

スクエアダンス 

オカリナクラブ 

バレエ 

よさこい 

 

3B 体操 

紙バンド 

レインボー体操 A 

エストレージャ 

ＺＵＭＢＡ 

 

 

健康体操 

つまみ細工 

ピンポン 

シネマの会 

エストレージャ 

フラダンス 

 

  

スクエアダンス 

ポーセラーツ 

 

 

楠木クラブ 

ピアノクラブ 

男の料理教室 

ピンポン 

べっぴんさん 

ＺＵＭＢＡ 

こども塾 

着付け 

 

  

詩吟 

ハンドメイド 

ＺＵＭＢＡ 

若葉会 

フラダンス 

社友会パソコン 

東田クラブ 

A-one 

 

 

水美会 

スクエアダンス 

バレエ 

よさこい 

 

3B 体操 

紙バンド 

オカリナ 

レインボー体操 A 

社友会歌ごえ 

エストレージャ 

ＺＵＭＢＡ 

 

 

健康体操 

ピンポン 

エストレージャ 

フラダンス 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

沖縄を舞台とし、終戦から本土復帰までの間の３人の男女を中心

に描く。米軍基地から物資を盗む「戦果アギヤー」だった彼ら。彼らのリーダーのオ

ンちゃんが、忍び込んだ基地から戻らず行方不明となる。オンちゃんを探している間

に３人はそれぞれ違った道を歩み始める。それぞれが真逆の立場に立ちながらもたっ

たひとつの「宝島」を思い続けるウチナンチュ  

の魂。 

 軍用機墜落、毒ガス、コザ騒動など、書かれている主な事件は史実に基づいている。

この本を読んで、知識として頭に定着しているだけで、その実情に関しては全く知ら

なかったんだなぁと思わずにはいられない。米軍に蹂躙される日々に諦念と悲哀を抱

きながらも、未来を見据えて現在を懸命に生きる登場人物達の姿が  

眩しく映る。 

 沖縄の人たちがどうして辺野古移設に圧倒的多数で反対なのか、 

どうして沖縄の人たちが身一つで土砂運搬のダンプ阻止のために 

座り込むのか。 

もしここにあるようなことが自分の身近で起こったらと思うと他人事では 
済まされない。沖縄が本当の宝島になるのはいつの日か。 
次はヤマトンチューの番だ！ 
 

   4 月分 

💛 ゆめじゅく編集委員会 

  ８日(月) 13 時 30 分～ 

💛 人権のつどい日 

  11 日(木)  19 時 30 分～ 

DVD「君が、いるから」視聴 

テーマ「子ども、若者の人権」 

    ～幸せにつながる社会めざして～ 

💛 回転木馬(瀬戸児童館) 

10 日(水)  

10 時 30 分～11 時 30 分 

💛 移動図書館青い鳥号 

10 日(水)・24 日(水) 

 14 時～14 時 40 分 

💛 人権・同和教育関係行事 

 19 日(金) 

  2019 年度 愛隣連定期総会 

〒792-0821 新居浜市瀬戸町７‐30 

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０８９７―４１―５８５９

（Fax 兼用） 
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変更になる場合があります。 

興味のある方は瀬戸会館までご連絡

ください。 
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